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Particle Size Determination of Aerosols by Chemical 
Spot Method-一一-Droplet Diameter of Nitrate 
Solution Mist 


























これらの結果，硝酸塩 3~5μg/m3 (大阪市凡 1966年4
月一1974年 3 月)，アンモニウム塩 2~4μg/m3 (名古屋
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(I( 空気噴出口 (21 液体吸い上げ官
(31 球状障害体 (41 ゴム栓
(51 ピュレット先端1(61 吏気道人口













*4なお， K 0516i976NOおよびN02 (標準試料)を参
考とした
*5スルファニルアミド3.33g +塩酸 (1+ 1) 10ml+ 
水50mlの溶液に酢酸ナトリウム(三水塩，窒素酸化物

















































15分間放置した後 05~300C) ，対照液とともに分光光度 0.3 
計で吸光度を測定じ(校長印刷，検量線とくらべて，ま 旨
ずN02の体積を求め，次lここれからミストの重治濃度を 凶
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図5 硝酸アンモニウム水溶液ミストの重量濃度




























































4 (a)，図 7および表 4(b)，図8の如くで<ストおよび
表4 油膜中およびゲル膜上の絞度
(川崎区事"毛主巧勾"悉鍵ミスト{当否脅沼南 5 詰，~恥E成田町1/$. 安.元号 5 L/jJ ， 
，猛毒時向 5-$'，-t:.代時町 w含}
0:. '1"〆方イル婦."'極右





























ミス卜(平均直径 2.8，μ 測定粒子数 516固)
























10% : Y=2.63x 
5 %: Yニ 2.10x
3 %: Y=l.72x 
硝酸水溶液ミスト






衆藷 Fん1 ぇ r ト μパラキ帝で"'J!ス;lD，，/ト rμ}
5.78 (474) ! 8.29 (4印)I 6.0B (513) I 7.57 (5凹)
5 日 (499)I 8.47 (556) 15.80 (549) I 8.12 (5珂)
4.78 (376) i 6.57 (560) J 5.33 (516) i 7.07 (叩8)
4.60 (520) I 7.00 (502) 15.18 (498) I 6.78 (485) 
4・47 (519): 6・24 (5同 I-
3.84 (5四 }I S • 49 何回 ) 1 ー | 
3.46 (537) ! 5.17 (549) I 
3.11 (530) ， 4.00 (527) I 
2.65 (987)13.47 (1042)1 
下 1 主砲明 1'-~言乏乙リ:J.:.-;rれレ TSC チ;;1-fOO (fO(J巳，)
芝千夜府







日%水害飛 5 %水三喜荒 .3%水量乗
"ィ互 イロ醤サn 荷 役〔但をτ 互不呈 〈仰を丈〉
ヨ夜官以 えγ ト μ 飛 噛むμ，1刊 vト ω|ラ長調 rμ，1スバザ叫 fμ}
"' 3.G6 (583) i 9.26 (561) I 3.48 (508) Iワ.94 (473) I 3.G8 (ぎJ3_)jS.95 (586) 
"' 2.ち7 (557) I 7.34 (482) I 3，28 (505) i 6.86 (514) I 3.09 (544): 5.07 (527) 
" 2.42 (553) I 5.90 (531) I !'.85 (510) i 6.47 (509) I 2.78 (533)，4.59 (593) "何.，
2.24 (615) I 6.32 (522) I 2.86 (516) I 5.80 {487} I 2.49 (509) ! 4.39 (522) .， 
2.15 (360) I 5.74 (478) I 1.87 (503) I 3.77 (780) I 2.20 (513) I 4，02 {526} 
201 (531) I 4.85 (567) I 1.69 (592) 1 3.フ5 (898)I1.s7 (515)13，61 (686) 
• 1 支"廷，~ !柔乏己リヨシオイル丁 sF+S 1ー 100(jOO c;:) a:使用い
4也，._，守イ，"，廻再三，-'I:J "'"才イ lレkF 99 さず更停1






































立する。従って logcとtの聞の曲線からv/Hを読みとるミスト粒子とスポット粒子の粒度聞の関係〔硝酸， 10%⑧， 5%0) 
図10
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と下式 (Stokesの式)
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*16 H = (ミス卜チャンパーの高さ， 30cm) -(注射器
のニプロン管の長さ， 1叩Oc口rωr
*1口7 C=5，ρ三-子 lし， M=8剖o(硝酸アンモニウム)λ，67  





粒度を勘定したところ*16 表 7 (右半部)の結果が得
られた。 ζの計算結果については， ζれと対応する実験
結果ーがないので妥当性を検討することができないが，表






















密度 (ρ') をそれぞれ 1(%)および 1(g/cm3) と置
くことには合理性が乏しいのでC'=6.3(%)*18および
* 18 ゼラチンo.2g，水50mi，グリセリ/5gの/見合物か
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